Ⓒ認定NPO法人ムラのミライ
📒【団体名】支援活動振り返りシート
このシートは、支援現場での対応を振り返り、スタッフ間で事実と認識を共有し、団体としての課題を整理するためのワークシートです。
	実施日時
	　　　年　　月　　日（　　）　　時　分～　　時　　分　

	場所
	

	出席者
	



1． [bookmark: _Hlk184653099]スタッフが支援現場で対応を迷ったケースを聞き取りましょう
その出来事について、現場にいたスタッフから以下の内容を聞き取り記入して下さい。
	いつのことですか？
	

	どこで起きましたか？
	

	その場に誰がいましたか？
	

	何が起きましたか？
	

	これまでに同じようなできごとはありましたか？
	

	（ある場合）同じようなできごとが初めて起こったのはいつですか？
	

	（ある場合）同じようなできごとの対応について話し合った記録や対応方針は残されていますか？
	※ある場合は、手元に置いて下記２－１）のシートに記入しましょう。






2． 上記のケースについてスタッフ間の認識を確認しましょう
　２－１）行動と発言を時系列で整理します
　　　スタッフから「誰が」「いつ」「どこで」「何をした/何があった」か、覚えていることを聞き取り、「２－１.　こどもの行動と発言スタッフの行動と発言」に記入しましょう。     
　２―２）それぞれが気づいたことを挙げます
「2-1.こどもの行動と発言スタッフの行動と発言」から「2-2. 気づいたこと」があれば、みんなの意見を書き出しましょう。（必要なもの・ルールなど）
　２－３）気づいたことのうち、団体として取り組みたいことにマーカーを引きます
「2-2. 気づいたこと」のうち、団体として取り組みたいことがあれば、マーカーを引きましょう。
	２－１.
こどもの行動と発言スタッフの行動と発言
（現場にいたスタッフが時系列で洗い出す）
	２－２.
 気づいたこと
（２－３の後みんなで洗い出す）
（２－３.取り組みたいことにマーカー）

	こどもの行動と発言
	現場スタッフの行動と発言
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



3． 今後、団体として取り組みたいことを挙げてみましょう
前頁の２－３）でマーカーを付けたものを下記の表の「 Ａ・取り組みたいこと」に記入して下さい。優先順位をつけるため、「Ｂ・取り組み開始時期」を
[1：今月中、2：2-3か月以内、3：半年以内、4：１年以内、5：２年以内]から選び、Ｃ・完了期限を記載してみましょう。さらに、Ｄ・必要な時間・もの・人もメモしておきましょう。
※団体内だけで難しい取り組みは、類似の活動をする団体や中間支援団体に相談をすることから、始めてみましょう。
	A
取り組みたいこと
	B
優先順位
	C
完了期限
	D
必要な時間・もの・人

	　
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	




　【記載例】支援活動振り返りシート
	実施日時
	20**　年10月１日（火）19時00分～20時30分　

	場所
	こどもの居場所YYミーティングルーム

	出席者
	スタッフ3名（S,T,U)　



1． スタッフが支援現場で対応を迷ったケースを聞き取りましょう
そのできごとについて、迷った・困った現場にいたスタッフから事実を聞き取って記入しましょう。
	いつのことですか？
	6月28日（金）16時頃

	どこで起きましたか？
	YYの勉強部屋

	その場に誰がいましたか？
	小学生：Aさん、Bさん、Cさん
スタッフ：Sさん、Tさん、Uさん（代表）、大学生ボランティア

	何が起きましたか？
	・Aさんが怒ってドアを閉めたら、スタッフSさんのスマートウォッチが部屋のドアにはさまって画面が傷ついた。

	これまでに同じようなできごとはありましたか？
	・Aさんはこれまでもスタッフに対して、時々乱暴な言動があり対応に困ったことがある。

	（ある場合）同じようなできごとが初めて起こったのはいつですか？
	・1年くらい前、Aさんが活動に参加し始めた時から。当初よりはおだやかな時が増えている。

	（ある場合）同じようなできごとの対応について話し合った記録や対応方針は残されていますか？
	・記録はあるが、最近見ていない。
・対応の方針を書いたものは、ボランティアさん用にある。

※参考資料「ボランティアマニュアル」




2． 上記のケースについて関係者の認識を確認しましょう　
	２－１.
こどもの行動と発言スタッフの行動と発言
（現場にいたスタッフが時系列で洗い出す）
	２－２.
 気づいたこと
（２－３の後みんなで洗い出す）
（２－３.取り組みたいことにマーカー）

	こどもの行動と発言
	現場スタッフの行動と発言
	

	15時30分頃
Aさん・Bさんと一緒に居場所YYに到着
・2人ともカバンをロッカーの近くに置いた

・Aさん「今、しようと思ったのに」と怒って勉強部屋へ移動
	S：「入室時間を記録してね」と声かけ
T&U：「おかえり」と声かけ

U：「記録した？」とAさんとBさんに聞く。
	· 「記録してね」とスタッフが言い続ける必要ないのではないか。
· スタッフが入室時間の記録をしてもよいのではないか。
· こどもの立場になれば、同じことを、しかも自分がやりたくないことを何度も何人もから言われたら嫌な気持ちになるのは当然。
· 記録と手洗い、どちらが優先かというと、手洗いが優先。
· 「おやつの前に手を洗おうか」等、別の言い方をしてみてはどうか
· 「記録して」ではなく「家族に居場所についたよ、とお知らせをしてね」と声かけを変えたらどうか。
· 「記録した？」とは聞かないようにしているスタッフもいた。声をかけるスタッフとそうしない人は半々。
· 退室時の記録はしていない。
☆こども自身が入室時間を記録しなくてOK。16時にスタッフが記録していないこどもの分を記録する。
· Aさんの機嫌がよくないときは何から話していいのか、また迎えに来た保護者にどう声掛けをしたらいいのか、以前からのスタッフの悩みだった。
☆Aさんと保護者への対応について、意見交換がしたい。
→先月末のスタッフ会議で、Aさんのこと、打刻ついて議論したが会議に欠席したスタッフには共有してなかった。
☆月例会議の記録をスタッフとサポートスタッフに回覧

	16時頃
・勉強部屋のホワイトボード近くにはCさんがいた。
・Aさんは勉強部屋の隅のほうでひとり座っていた。

・しばらくして、AさんがホワイトボードでCさんと遊び始めた。
・Aさんはホワイトボードに絵を描くのをやめた。
・Aさん、スタッフSが勉強部屋にこないように、ドアの鍵を勉強部屋側からかけた。
Aさん何度もバタンバタンと大きな音を立ててドアを閉め、鍵をかける、Sが鍵をあける、またAさんが鍵をするを繰り返す。


・AさんはSに「大丈夫？」と聞く


・ドアは開けた状態で、AさんはCさんと話をしていた




・A：「なんで中学生は勉強部屋のドア閉めていてもいいのに？」と怒りだす。

・A：「・・・」無言


	Sは勉強部屋へ移動。
T：「おかえり」とAさんに言った後、入り口付近（食事部屋）を雑巾がけをしていた。

S：「Aさん、手洗いをしてから、遊んで。Ｃさんはちょっと待っててね」と言った。


S：勉強部屋から食事部屋のドア近くへ移動。

S：Aさんにドアを閉められたので開けた。

S:食部屋の側から鍵を開けて勉強部屋に入ろうとする

S：Aさんがドアをバタンと閉めた際、Sの時計がドアに挟まって画面にヒビが入る。
S：「大丈夫だよ」と答えた

S勤務時間終了、帰宅。

ドアの開け閉めを見ていたUとTが勉強部屋に移動。
U：「バタンとドアを閉めると怪我をするし、ドアのカギを閉めてはダメ」とAさんに伝える
T：「まだ小学生だから、大人が目が届かないところにいては危ないのでドアを開けておいてね。」
	· Aさんに「注意された」と思われないような言い方ができるといい。
· Aさんがルールを納得するにはどうしたらいいのか？
· ドアを開けておく理由をどう説明するか？
· 大人が目の届くところにいてほしいことは、居場所に入会する際にAさんには伝えていた
· ルールは、こどもが見てわかるように壁に貼っている

· 居場所のルールをつくる際、こどもの意見を聞きたいと思ったし、こどもと一緒にルールづくりをしたつもりだが、こどもは守れていない
☆そもそも小学生が理解しやすいルールになっているか、まずはスタッフ間で話し合いたい。

☆居場所とは何をするところか、支援者それぞれの役割、こどもの役割を話し合いたい

☆ルールをつくると自由度が減る、こどもたちに気づいてもらえる仕組みがつくれたらいい

	17時頃
Aさん、Bさん、Cさんが外で大学生ボランティアとサッカーを始める

A：「わかってる」と言って、その後20分くらい続ける。
	



U：「もうすぐミーティングだよ」と声をかけた。

	

	17時半頃
・Aさんも食事部屋に入る。（ボールはそのまま）

・Aさん大学生と一緒に、本コーナーで話した。

・Aさんは少し離れた本のところに居続けた
（活動日誌アプリで確認）

・Bさんがミーティングの進行をした。
その日のミーティングのテーマは「新学期に欲しいもの」、Aさんはタブレットと答えた。
	T：Aさんが食事部屋に入る直前に「あそこにボールがあるよ」と言った。

U：「ミーティング始めるよ」と言った。

大学生:「Aさん、こっちおいで」と言ってミーティングをする場の椅子に座る。


U&T: 「Aさん、今はミーティング中だから、こっちの椅子に座ろうね」と言った。
	· Bさんが進行役のときはAさんは椅子のそばには来ないで、本エリアに行くことが以前にもあった
· 以前はAさんに「椅子のところにいなくてもミーティングのことは聞いてる？」と聞いたら「聞いてる」と答えていた
· ミーティングのテーマはスタッフが質問を作成。
· 進行役のこどもは決めていない。
· 昨年7月、スタッフ間でこどもたちとミーティングをしようと決めた
· こどもが主導するといっても難しいので、記録用紙や質問を作成。
· 10月までは質問が同じだったので、色々考えてつくるようになった。
· 年度末に「居場所に何が欲しいか」ということを聞いた

	18時〜19時夕食
ミーティングが終わるとAさんもいすに座り、ボランティアの隣で食事
	
	

	19時頃
Aさんの祖父が迎えにくる。
Aさんは荷物を持ち外に出る。

車に乗る前に、Aさんはボールを片付けて、帰宅。
	T：Aが片付けられるタイミングだと思ったので、「ボール出ているよ」と言った。

T：「片付けてくれてありがとう、また明日ね」と言った。
	· その日の出来事をその日のうちに解決できてよかった
· こどもの様子を見て、片付けてね（ボランティアに「片付けないで置いておいてください」と言った）
· こどもの中にはボランティアは何でも許してくれるという認識がある
→片付けは誰がするのか、スタッフで決めたことがなかった
· Bさんは「片付けない、とってきて」と言うときがある。「あなたが蹴ったんだから、取ってきなさい」と言ったことがある。
· こどもたちは、ゲームのルールは守れない。自転車を乗るときはヘルメットはかぶらない。片づけは全くしないことも。
· 出しっぱなしにしていて、困っている人は誰？→食事のときは、大学生が言う？本人が困るのを待つ？
☆片付けをしない場合、スタッフがどう対応するか決めておきたい


3． 今後、団体として取り組みたいことを挙げてみましょう
	A
取り組みたいこと
	B
優先順位
	C
完了
期限
	D
必要な時間・もの・人

	・入室記録についてこどもがやらない場合の対応を決めたい
・片付けをしない場合について、スタッフがどう対応するか決めておきたい
	1：今月中
	来週の活動後のMTG
	30分
・マネージャースタッフ（S,T,U）
・今日書いたふりかえりシート

	・Aさん、保護者への対応について、意見交換がしたい。（機嫌がよくないときは、何から話していいのか、保護者には何を伝えたらいいのか。）
	1：今月中
	8月
スタッフMTG
	1時間
・Aさんの支援記録
マネージャースタッフ（S,T,U）、
・小学生担当ボランティア（Yさん）

	・月例ＭＴＧの記録をサポートスタッフにも回覧する
	1：今月中
	来週から開始
	15分
・グループラインで回覧を呼び掛け（代表Uさん）
・来た人がPCで閲覧できるようにする（Tさん）

	・MTG議事録が長文になっていて読みにくいため、様式を統一して読みやすくしたい
	1：今月中
	来週から開始
	60分
・箇条書きできる様式をつくり試してみる（作成：Tさん）

	・そもそも小学生が理解しやすいルールになっているか、まずはスタッフ間で話し合いたい
	2：2-3か月以内
	9月
・スタッフMTG
・小学生、中学生MTG
	1時間
・ルール一覧表（作成：Sさん）
・マネージャースタッフ3人、小学生担当ボランティア

	・「どんな居場所にしたいのか」について、スタッフ間で共有しこどもたちにも伝えられるようにしたい。

	4：１年以内
	12月
運営会議
→こどもたちにも意見をもらいたい
	2時間
お茶とお菓子
・方針案（S,T,U）
・全スタッフ
・来れない人には、メールで意見を聞く



